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刊 行 に あ た っ て

昭和56年10月1日 に、 オ ー プ ン した歴 史 民 俗 資 料 館 に は、 考 古 資 料 か ら絵 画

に い た る様 々 な 資料 が 収 集 され て い る。 資料 館 で は、 毎 年 少 づ っ 収 集 さ れ た 資

料 を整 理 して、 多 くの市 民 の 皆 様 に活 用 して頂 く よ う計 画 して い る。

そ の 第 一 歩 と して 、 考 古 資 料 の 収 蔵 品 集 成 を刊 行 す る こ とに した。 今 回 は古 代

の 土 器 を集 成 した 。 弥 生 土 器 につ い て は 、 平 成9年 に 集 成 を刊 行 して い る。 収

蔵 品集 成 は第 一 義 的 に 、 本 館 の 収 蔵 品 を学 術 的 に 情 報 化 す る作 業 で あ る た め 、

無 味 乾 燥 な感 を否 め な い が 、 意 味 あ る もの と思 う。 こ う した基 礎 的 な情 報 の公

開 は資 料 館 の 大 切 な任 務 の一 つ で あ る と考 え る。

収 蔵 し、 展 示 す る だ け で は、 そ の 活 用 に 限界 が あ る 。 常 に、 中 野 市 歴 史 民 俗 資

料 館 の 収 蔵 品 を新 しい 視 点 か ら見 直 す た め に は多 くの 皆 様 に情 報 を提 供 して い

くこ とが 必 要 で あ る。 そ して、 そ こか ら得 られ た新 しい 情 報 を市 民 の 皆 様 に提

供 して い くこ とが大 事 な こ とだ と考 えて い る

平成15年3月31日

中野市歴史民俗資料 館



新井大ロフ遺跡

1は じ め に

本 図 録 は 中 野 市 歴 史 民 俗 資料 館 で所 蔵 して い る新 井 大 ロ ブ 遺 跡 出土 土 器 の う ち 、

実 測 が 可 能 で あ っ た235点 を収 録 した もの で あ る 。

2発 掘 調 査 の 状 況

中野 市 北 部 畑 地 灌 概 組 合 は 昭 和44年11月 中 旬 か ら、 中 野 市 新 井 集 落 付 近 で 送 水

管 埋 設 工 事 の た め 、 幅 約40セ ンチ メ ー トル、 深 さ約50セ ンチ メ ー トル の溝1堀 を実 施

した が 、11月18日 の 朝 、 中野 市 新 井 大 ロ ブ地 籍 の 工 事 現 場 の二 箇 所 か ら大 量 の 土 器

が発 見 され た。

この 知 らせ を 聞 い た 中 野 市 教 育 委 員 会 で は急 遽 、 緊 急 発 掘 調査 を実 施 し、 記 録 保

存 す る こ とに した 。 発 掘 調 査 は調 査 団 方 式 で 、11月20日 か ら26日 の七 日 間行 わ れ 、

調査 団 長 は金 井 汲 次 氏 が 担 当 した 。

遺 跡 の 所 在 地 は新 井 大 ロ ブ142番 地 、 及 び143の2番 地 で あ る。 中 野 扇状 地 の 扇

端 に 近 く、 標 高 は371メ ー トル 、 ゆ るや か に西 に む か っ て傾 斜 す る斜 面 上 に位 置 す

る。 大 ロ ブ142番 地 をA地 区、143の2番 地 をB地 区 と し、 発 掘 調 査 を実 施 した 。

調 査 はA地 区 に 幅1.5、 長 さ5.6メ ー トル の トレ ンチ を設 置 して 開 始 した 。 一 帯 は

砂 質 土 壌 で あ り、 容 易 に遺 物 包 含 層 に達 した 。 しか し、 遺 物 は敷 詰 め られ た よ う に

広 が り、 遺 物 を検 出 は 困 難 を き わめ た 。

B地 区 は送 水 管 の埋 設 に よ って 撹 乱 され て い たが 、 そ こ を 中心 に拡 張 す る と、 遺

物 包 含 層 は東 西2.4メ ー トル 、 南 北3メ ー トル の範 囲 に広 が っ て い た 。

(以 上 金 井 汲 次 「中 野 市 誌 」(1981)よ り)

3位 置 と 立 地

先 述 した よ う に 、新 井 大 ロ フ遺 跡 は 中 野 扇 状 地 の扇 端 部 近 くに あ る。 地 形 は東 か

ら西 に 向か っ て緩 や か に傾斜 す るが 、 遺 跡 の周 辺 は若 干微 高 地 とな っ て い る 。

4出 土 土 器

極 め て狭 い 発 掘 面積 に もか か わ らず 、 大 量 な土 器 が発 見 され た 。 狭 い範 囲 に 集 中

し、 高 杯 が 占 め る割 合 が極 め て 高 く、 勾 玉 等 の模 造 石 製 品 が 発 見 され た こ とか ら、

これ らの土 器 は祭 祀 に 関 わ る もの と考 え られ 、 一括 性 の 高 い もの で あ る。

出土 土 器 は壷 、i甕、杯 、 鉢 、 高 杯 、 椀 、 はそ う、 須 恵器 杯 に分 類:さ れ る が 、 口縁

部 の み 、 あ る い は 第1図7の よ うに壷 、 甕 どち らに分 類 す べ きか あ き らか で な い も

の が あ る。

土 器 の 器 種 組 成 をみ る と杯 、 高 杯 の 出 土 数 が 圧 倒 的 に多 い 。 この 遺 跡 の性 格 を反

映 して い るた め で あ ろ う。



A壷(第1図1,2,13～16、 第2図19～26)

壷 は大 き く二者 に分 類 され る。1類 は 口縁 部広 が り、 「く」 の 字 状 に屈 曲 し、 球 形

の胴 部 を もつ もの で あ る。 胴 部外 面 に ミガ か れ て い る もの の完 全 で は な く、 ハ ケ 整

形 痕 が 残 る 。H類 はや や 細 く長 い 口縁 部 を もち 、扁 平 な球 形 の胴 部 を もつ もの で 、

い わ ゆ る堆 と呼 ばれ る タ イ プ の もの で あ る。

1類 の 壷 の 口縁 部 の 形 態 は多 様 性 が あ る。 これ らを細 分 す る と、1二 段 口縁 を も

つ もの(2図1718、21、26)、2素 口縁 の もの(1図1、8)、3強 い 回 転 痕 を残 し、

口縁 部 端 部 にメ ン トリを もつ もの(1図11、12)の 三 者 が あ る 。

こ の他 に、胴 部 の み で 口縁 部 の 形 態 が 不 明 な 土器 が あ る。 底 部 内外 面 にヘ ラ削 り

が 観 察 で き る。 これ を壷1類 の4(1図15,16)と して お きた い 。

こ の よ う に、 壷1類 の形 態 に は多 様 性 が 認 め られ る。 こ う した多 様 性 の 原 因 に は、

時 間差 、 地域 差 、系 統 の差 な どが 考 え られ る が、 今 後 の検 討 課 題 と した い 。

H類 の 壷 は細 頸 で 扁 平 な球 形 の胴 部 を もつ 。 口縁 部 が や や 内 湾 す る もが多 い が 、

第9図237や238の よ うに 、直 立 す る もの が あ る。 口縁 部 の 内 湾 が 強 い もの(9図236)

もの もあ る。外 面 はハ ケ 目を や や残 す もの もあ る が、 総 じて 良 く ミガ カ れ る。 ま た、

内面 に粘 土紐 の 痕 跡 を強 く残 して い る もの もあ る。

Bi甕i(第1図3～5、12)

甕 は短 く 「く」 の 字 状 に外 反 す る 口縁 部 を もつ 長 胴 甕 で あ り、 胴 部 最 大 径 は 胴 部

の 中位 に あ る。 胴 部 に縦 方 向 のハ ケ 目を顕 著 に残 す 。 第1図3は 縦 方 向 のハ ケ 整 形

痕 が 顕 著 で あ るが 、 胴 部 が や や短 い 。 本 来 な らば、 別 類 に分 類 す べ き ものか も知 れ

な い が、 甕 の 出 土 個 体 数 は少 な く、今 回 は甕 を細 別 しな い。

C杯(第2図27～ 第3図86)

内湾 し、 丸底 を もつ 。 口縁 部 が そ の ま ま立 ち上 が る もの(1類)と 端 部 が つ ま ま

れ た よ う に外 反 す る もの(H類)が あ る。 量 的 に は1類 が 多 い。

1類 は 口縁 部 が そ の ま ま た ち あ が る もの で あ るが 、 口縁 部 の 内湾 の 度合 い が 強 い

もの や弱 い もの まで 幅 が あ る。 また 、底 部外 面 にヘ ラ削 り痕 を残 す もの や 、 内 面 に

放 射 状 の 暗 文 が 施 文 され る もの が あ る。

H類 は 口縁 端 部 が 指 で つ ま ん だ よ う にや や外 反 す る もの で あ るが 、 数 は少 な い 。

D高 杯(第3図87～ 第7図208)

高 杯 は多 様 で あ る。 大 き く5類 に 区分 して お きた い 。1類 は杯 部 が 皿 状 を呈 す る

もの、H類 は深 い杯 部 を もつ もの、 皿類 は 内湾 す る杯 部 を もつ もの 、Iv類 は杯 部 の

胴 部 に稜 線 の 認 め られ る もの 、V類 は背 部 の 口縁 端 部 が指 で つ ま まれ た よ うに外 反

す る もの に分 類 す る。



1類 は 皿 状 を呈 す る も の で あ る が 、 背 部 の 底 部 に綾 を もつ もの とそ の ま ま脚 部 に

至 る もの もあ る 。 こ れ は別 類 に分 類 す べ きか も知 れ な い が 、1点 の み で あ る の で 本

類 に含 め て お い た 。

脚 部 は ほ ぼ 中央 が や や 膨 らみ 、 大 き く開 い た 形 状 を もつ もの が 大 半 で あ るが 、 膨

らみ の程 度 に も若 干 の 差 異 が あ る 。 ま た 、杯 部 の 底 部 に見 られ る綾 は杯 部 外 面 に明

確 に綾 を形 成 す る もの とそ うで な い もの が あ る。

この よ う に、 大 き く分 類 す る こ とは で き るが 、 こ この個 体 に は変 異 の幅 が 大 きい。

時 間 差 なの か 作 り手 の個 性 な の か議 論 の あ る と ころ で は あ る 。

H類 は深 い杯 部 を も ち、 杯 部 が 大 きい 。 第4図103と104が 該 当 す る。103は 口縁

端 部 が メ ン トリ され て い る。104は 杯 部 の径 が小 さい が 綾 を有 して い る。

皿類 は杯 部 に稜 線 が 認 め られ る もの で あ る 。 第4図105と106が 該 当 す る 。105は

杯 部 の 中央 に一 本 の稜 線 が 認 め られ る。 口縁 端 部 は外 側 に開 く、106は 杯 部 に二 本 の

稜 線 が 認 め られ、 杯 部 の 口縁 部 は 内湾 す る。

IV類 は杯 部 の 口縁 部 が 内 湾 す る類 で あ る。 杯 部 は浅 い もの と深 い もの が あ る。 脚

部 はや や短 い 。

V類 は杯 部 の 口縁 部 が つ ま まれ た よ う に外 反 す る もの で あ る 。杯 部 の 底 部 に綾 を

もつ もの とそ うで ない もの の二 者 が あ る。

E椀(第8図209～214)

椀 状 を呈 した器 種 で、 杯 に比 較 して器 高 が 高 く、 口縁 部 が 内湾 し、 球 形 に 近 い 形

状 を呈 す る 。

F小 型 丸 底 壷(第8図215～224)

口 縁 部 が 「く」 の 字 状 に外 販 し、 扁 平 な球 形 の 胴 部 を もつ 土 器 で あ る 。 器 表 に は

ハ ケ に よ る整 形 痕 が 残 る。

J細 口 壷(柑)(第8図225～ 第9図242)

口 縁 部 が や や 内 湾 しな が ら立 ち上 が り、 扁 平 な球 形 の胴 部 を もつ 。 胴 部 の 扁 平 が

著 しい もの とそ うで な い もの が あ る。 また 、 大 き さに も大 小 が あ る。

Hは そ う(第9図243、244)

二 例 確 認 した 。 第9図243と244が そ れ で あ る。243を み る 限 りで は 口縁 部 に綾 を も

っ て い る。244は 口縁 部 が 欠 損 して い る の で わ か らない が 、 わ ず か に綾 を認 め る こ と

が で き、 両 例 は 同様 な器 形 とな るの で あ ろ う。



1須 恵器杯(第9図245)

口縁 部 は ヨコナデ、 口縁 端部 にメ ン トリを行 うが、綾 はゆるい。底部 はヘ ラケズ

リされる。

5出 土土器 につい て

笹沢 浩 は古墳 時代 の土器 をV期11段 階 に区分 して い る(笹 沢1985)。 本稿 で は、

この編 年案 を踏襲 し、 大 ロブ遺跡 出土 の土器 を検討 したい。

第1期 弥生 時代 後期 後半 の箱 清水式 土器 と中島式土 器が東海 ・北 陸地 方の 土器 の

流 入 とその影響 を受 けて解体 をは じめた段 階。

第1期 古段 階

在 地 の弥生土 器 の解体 、小型器 台、元屋 敷古段 階 のS字 甕 口縁 台付 甕、高

杯 か らなる。

第1期 新段 階

畿 内、東海 地方西 部、越後系 の土器 が多 量 に見 られ、在 地系土器 が少 な く

なる。

第H期 在 地の弥生系 土器 が消滅 し、新 た に畿 内系 の布 留式土器 の影響 を強 く受 け

た土器 が登場 す る段 階。

第H期 古段 階

第1期 新段 階 に見 られ た越後系 土器 は残 存す る ものの、布 留式土器 の影響

を受 けた小 型丸底 壷、 鉢、器 台、 有段 口縁 部壷 や甕 な どと、赤 塚編 年 第3類

のS字 口縁 台付i甕があ る。

第H期 新段 階

畿 内色 を強 める一方、S字 状 口縁 台付甕 の ヨコハ ケがな くな る。

第 皿期

第 皿期古段 階

壷形 の小 型丸 底土器 の出現 期、S字 状 口縁 台付 甕が退化 した ものが 残存 、

3,4段 成形 の高杯 が出現す る。

第 皿期 中段 階

壷 形の小 型丸底壷 の最盛期 、S字 状 口縁 台付甕 の消滅、 内面 に屈折 の あ る ・

杯 が出現す る。

第 皿期新段 階

壷 形の小型丸底 壷の衰退期、杯 がその数 を増やす。椀形 の杯 が出現 す る。

第IV期

第IV期 古段 階

卵 形胴部 を もつ甕の出現、大型の壷が な くな り、有段 口縁壷が消滅 す る。



第IV期 中段 階

甕形 土器 は長胴 化 がすす み、器 外面 をハ ケ また はヘ ラで削 る手 法 が一般 化

す る。

杯 で は内面 が屈 曲す る ものは姿 をけ し、胴部 中央 で屈 曲す り杯 が出現す る。

暦年代 的には6世 紀前葉 か ら中葉の もの と考 え られ る。

第IV期 新段 階

黒色土器 が大 半 を占め る ようにな る。杯 の屈 曲部が 下が る。 長胴 の甕 が あ

る。

暦年代 的 には6世 紀 の後半 か ら7世 紀の初頭 になる。

第V期 金属器 を模 倣 した土器 の 出現 。 土師器 は煮炊 きに、 須恵 器 は貯 蔵 や食器 に

用 い るようになる。古墳 時代 か ら奈 良時代へ の過度期 で ある。

笹沢編年の概要 は以上の ように まとめ られ る。

とす れ ば、新 井大 ロ ブ遺跡 で は有段 口縁 壷 の残存 、卵 形胴 部 よ りもやや 長胴

の甕 な どの諸 相か ら概 ね笹沢編 年 の 皿期後 半 に位 置づ け られ よ う。 しか し、一

括 性 が高い と考 え られる新井大 ロ ブ遺跡 出土 の土 器 には古 い様 相 と新 しい様 相

が混在 している ように も見 られ、今後 の検 討課題 とした い。
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第3図 土器(1)
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第4図 土器(2)
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第5図 土器(3)
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第6図 土器(4)
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第7図 土器(5)
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第8図 土器(6)
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第9図 土器(7)
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第10図 土器(8)
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第11図 土器(9)
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高丘丘陵古窯趾群

1

中野市歴史民俗 資料 館 には、 昭和38年 か ら40年 代 、金井汲次等 によって発 掘調査 さ

れた遺物 の一 部が収集保 管 され てい る。す で に報告 され てい る もの もあ るが 、不 十分

な部分 もある。そ こで、 当館 で は改 め て、収 蔵資料 の再実測 を行 い資料 化 した のが本

書 であ る。収蔵 物 の整 理 は まだ継続 中で あ り、金 井等 に よって発 掘 され た全 て の古 窯

趾 出土 の須 恵器 は提示 で きないが、 本年 まで に整理 した既存 資料 を収蔵 資料集 として

刊行 す るこ とに した。

2

高丘丘 陵 に分布 す る古 窯趾 群 の発 見 は金 井汲次 による ところが大 きい。金井 等 は昭

和39年 に茶 臼峯古 窯趾群 と大久保古 窯趾 の発掘 調査 の結 果 を報告 す る。 この報告 で、

金井等 は茶 臼峯 ・大 久保古 窯趾 の編年 に触 れ、概 ね8世 紀 の前 半か ら9世 紀 の中葉 にか

けての ものである と した。

この報告 後 も高丘 丘陵 で は次 々に古 窯玩 が発見 され報告 され る。 昭和42年 には、金

井汲次 氏 によって、長 野県 考古 学会 の席 上 で安源 寺古 窯趾 の調 査結 果が報 告 された。

次 い で、立 ヶ花 表 山古 窯趾 の調査 が金 井汲 次 ・金 井正 彦 氏 に よっ て報 告 され てい る

(金井汲等 ・1971)。 さ らに、 昭和48年 には、金井正彦 が茶 臼峯7号 窯趾 の調査 結果 を

報告 している(金 井正 ・1973)。

しか し、 この間、須恵器 編年 は概 ね8世 紀 か ら9世 紀 の中葉 にか けての もの と して一

括 され、昭和39年 の金井汲 次等 の編 年観が 踏襲 され続 け、 トンネル式 か ら半地 下式へ

と窯 の構 造が変遷 す る とい った言及や糸切底 の出現 は平安 時代 以 降であ るとい った言

及 はあったけれ ど も、編年研 究 は停 滞 してい た。

こう した研 究状 況 に新 た 問題 点 を投 げか けたのは、笹澤宏 ・原 田勝美 であ った。昭

和49年 、笹澤等 は茶 臼峯 で、 あ らた な窯趾 を発 見 し、そ れ を茶 臼峯9号 窯 と名 づ け、

その編年 的 な位 置 につ いて の検 討 を加 えた。結果 、茶 臼峯9号 窯趾 の須 恵器 は7世 紀

前葉 の後 半か ら7世 紀 の 中葉 にかけて の もの であ り、 陶 邑編年 のTK217に 相 当す る

ものだ とした。 また、 すで に報告 されていた茶 臼峯 第6号 窯 の須 恵器 は7世 紀 末葉 の

ものであ ると した(笹 澤 ・原 田1974)。

こう して、 高丘古窯趾 群 の操 業 は7世 紀 の前半 に始 まる ことが明か に された のであ

るが 、そ れ まで に報告 され ていた茶 臼峯 や大久保等 の古窯趾 か ら出土 した須恵 器編 年

の細分化 は行 われ るこ とが なか った。

平 成4年 か ら上信 越 自動車 道 の建 設 に と もない高丘 丘陵 のい くつかの古 窯;趾が発掘

調査 され、高丘丘陵 にお け る古 窯趾 や須 恵器の細分編年 された(中 島英 ・1997)。
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第17図 茶 白 峰6号 窯(1)

一15一



第18図 がまん淵
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第19図 がまん淵
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第20図 がまん淵
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第21図 茶 臼 窯8号 窯
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第22図 立ヶ花表山(1)
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第23図 立ヶ花表山(2)
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第24図 立 ヶ花 表 山(3)
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第25図 立ヶ花表山(4)
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第26図 茶 白 峰6号 窯(2)
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第27図 茶 白 峰7号 窯
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第28図 中原(1)
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第29図 中 原(2)
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第30図 中 原(3)

一28一



第31図 立 ヶ花(1)
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第32図 立 ケ花(2)
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第33図 立 ケ花(3)
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第34図 立 ケ花(4)
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第35図 立ケ花(5)
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第36図 立 ケ花(6)
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第37図 上の山
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第38図 上の山
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第39図 茶 臼 峰3号 窯
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第40図 茶白峰4号 窯
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第41図 茶 白 峰5号 窯.
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第42図 大久保
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第43図 清水山(1)
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第44図 清水山(2)
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第45図 茶白峰
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